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～はじめに～ 

本学では令和 3年 8月 3日㊋から令和 3年 8月 20日㊎の期間に、 

教員免許状更新講習を開設する運びとなりました。受講予約は、 

令和 3 年 4 月 16 日㊎ 午前 10 時 受付開始 

  申込方法は WEB での受付けのみとなっており、FAX・電話・メールでの受付は致しま

せんのでご注意ください。 

詳細は、8 ページ「３．受講予約の申込みから手続き完了まで」をご参照ください。 

 

 

 

令和 4 年 3 月 31 日 又は 令和 5 年 3 月 31 日に、旧免許状ならば修了確認期限、

新免許状ならば有効期間の満了日を迎える方 

※当該対象者に該当するか、受講申し込み前に必ずご確認ください。 

なお、令和 3年 3月 31日が修了確認期限の方でも、更新期限が延長されています。 

 

参考 表 1：修了確認期限と受講期間 

●旧免許状（平成21年3月31日以前に授与された免許状）の所持者で、生年月日が次の期間となる者  

令和4年3月31日に修了確認期限を迎える者 

生 年 月 日 免許状更新講習受講期間 

昭和31年4月2日～昭和32年4月1日 

昭和41年4月2日～昭和42年4月1日 

昭和51年4月2日～昭和52年4月1日 

令和2年 2月1日～ 令和4年 1月31日 

令和5年3月31日に修了確認期限を迎える者 

生 年 月 日 免許状更新講習受講期間 

昭和32年4月2日～昭和33年4月1日 

昭和42年4月2日～昭和43年4月1日 

昭和52年4月2日～昭和53年4月1日 

令和3年 2月1日～ 令和5年 1月31日 

 

●新免許状（平成21年4月1日以降に初めて授与された免許状）所持者で、免許状に記載されている

有効期間の満了の日の2年2か月前から2か月前の者  

新免許状の有効期間は，その免許状に係る所要資格を得た日から10年後の年度末となります。 

※ 修了確認期限については、文部科学省の下記サイトページも併せてご確認ください。 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/08051422/003.htm 

   あわせて、「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた教員免許更新制に係る手続等の留意事

項について（通知）」の内容もご確認ください。 

   https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/008/1334910_00005.htm 

※ 幼稚園教諭免許状をお持ちの方で、免許状が休眠状態になっており、保育教諭として働く為、  

講習を受ける必要がある方も受講対象者となります。※ 現在「養護教諭」「栄養教諭」として

勤務されている方は、本学の≪選択≫科目を受講しても履修認定ができません。 

 

 

１．受講対象者  

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/08051422/003.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/008/1334910_00005.htm
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１ 必修領域 （全ての受講者が受講する領域） 

 
 
 
 
２ 選択必修領域 （受講者が所有する免許状の種類、勤務する学校の種類、又は教育職員 

としての経験に応じ、選択して受講する領域） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

教職の諸課題と解決方法 全教諭 全教員 6時間 

講    師 日  時 会  場 

志澤  康弘（子ども教育学部教授） 

清水  里美（短期大学部保育科教授） 

新谷 龍太朗（短期大学部保育科准教授） 

令和 3年 8月 6日（金） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

80名 6,000円 

講  習  内  容 

「国の教育政策や世界の教育改革の動向」、「教員としての子ども観、教育観についての省察」、「子どもの

発達に関する脳科学、心理学等の知見（特別支援教育に関するものを含む。）」、「子どもの生活の変化を踏

まえた課題」の四つの事項について、最新の事情や動向をもとに講義を行う。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

学校、地域、家庭の連携及び協働 教 諭 
小学校及び 
中学校教諭 6時間 

講    師 日  時 会  場 

服部   建（子ども教育学部教授） 

新谷 龍太朗（短期大学部保育科准教授） 

令和 3年 8月 10（火） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

40名 6,000円 

講  習  内  容 

社会の変化にともない、学校、地域、家庭の連携・協働が求められている。本講座では、まず、学校、地域、

家庭の連携・協働に関する施策やその意義と課題について理解を深める。次に、具体的な実践事例に触れな

がら、小中学校における学校と地域、家庭の連携・協働を進めるための効果的な方策についてワークも取り

入れるなどして検討を進める。 

２．開設講習一覧  
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講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

園、地域、家庭の連携及び協働 教 諭 幼稚園教諭 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

門谷  真希（子ども教育学部准教授） 

赤松 みすづ（子ども教育学部講師） 

 

令和 3年 8月 11日（水） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

40名 6,000円 

講  習  内  容 

現代社会の中での幼児を取り巻く環境とその発達と成長を支える地域での取り組み、また保護者を取り巻く

環境とその子育てを支える地域での取り組みを、幼稚園や保育所、子育て支援センターがどう支えていくの

か、また保育者として担えることはどんなことなのかを、具体的な実践活動を通じ考察する機会とする。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

プログラミング的思考を育む授業づくり 教 諭 
小学校、中学校 
高等学校教諭 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

中池 竜一（国際観光学部准教授） 

 

令和 3年 8月 20日（金） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

京都キャンパス 

定  員 受 講 料 

20名 6,000円 

講  習  内  容 

(１)情報教育の最新動向と課題の共有、(２)パフォーマンス課題を用いた授業づくりの紹介、(３)プログラミ

ング的思考の教育に活用できる各種教材の体験、(４)グループワークによるそれら教材を用いた新しい授業

づくりの検討。1 人 1 台の PC を用い、各種 SNS、「NHK クリエイティブ・ライブラリー」、「micro:bit」、

「Scratch」などを教材として取り上げる。主に小・中学校の授業で活用できる内容であるが、情報教育の

最新動向と課題や、プログラミング的思考の教育に活用できる各種教材の体験という観点から高等学校教諭

も対象とする。 
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３ 選択領域 （受講者が任意に選択して受講する領域） 

※現職が「養護教諭」「栄養教諭」の方は受講できません 

 

 

 

 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

地域から学ぶ観光 教 諭 全教員 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

毛利 憲一（国際観光学部教授） 

古関 喜之（国際観光学部准教授） 

令和 3年 8月 3日（火） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

京都キャンパス他 

定  員 受 講 料 

50名 7,500円 

講  習  内  容 

歴史的・文化的資源を数多く有する国際観光都市の京都をフィールドにして、「子どもたちの伝統文化を尊重する

心」をはぐくむために、地域の様々な資源を活用しつつ、多様な経験ができる方法についてアプローチする。この

講習では、とくにフィールドワークなどを交え、歩きながら学ぶ方法をふまえて、京都の近代化の足跡や、その変

容について実地に学び、理解を深め、受講者が教育活動において実践できるようにする。なお、本講習では午後

に 2～3時間の屋外フィールドワークを予定している。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

京都の伝統文化Ⅱ（理論と実践） 教 諭 全教員 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

山岡 景一郎 （国際観光学部教授） 

栗本  康代 （国際観光学部教授） 

 

令和 3年 8月 4日（水） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

京都キャンパス他 

定  員 受 講 料 

40名 7,500円 

講  習  内  容 

「子どもたちの伝統的文化を尊重する心」をはぐくむために、地域の様々な資源を活用しつつ、多様な経験ができる

方法について考える。特に京都が誇る伝統文化を取り上げ、受講者が教育活動において実践できるよう講義及び

実習形式で理解を深める。具体的には庭園見学や、課外での講義を予定している。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

京都の伝統文化Ⅰ（理論と実践） 教 諭 全教員 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

毛利 憲一（国際観光学部教授） 

高橋 義人（国際観光学部教授） 

 

令和 3年 8月 5日（木） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

京都キャンパス他 

定  員 受 講 料 

50名 7,500円 

講  習  内  容 

歴史的・文化的資源を数多く有する国際観光都市の京都をフィールドにして、「子どもたちの伝統文化を尊

重する心」をはぐくむために、地域の様々な資源を活用しつつ、多様な経験ができる方法についてアプロー

チする。特に本講座では伝統文化の息吹を肌で感じ取る手法として、大学キャンパス近隣の歴史遺産を教材

とした実地学習形式を取り入れ、理解を深める。その上で、受講者の教育活動における実践を支援する方法

を考察する。なお、本講習では午後に 2～3 時間の屋外フィールドワークを予定している。 
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講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

保育教材研究（絵本） 教 諭 幼稚園教諭 6時間 

講    師 日  時 会  場 

金子 眞理（短期大学部保育科教授） 

糸井  嘉（短期大学部保育科助教） 

 

 

令和 3年 8月 10日（火） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

40名 6,000円 

講  習  内  容 

 

幼児の言葉や想像力、表現力を育む教材として幼稚園教育要領に示され、実際に保育の場で身近な教材と

して活用されることの多い「絵本」について、理解と知識を深める。午前の講義では、絵本とは何かを考

えるところから始め、具体的にさまざまな絵本を紹介するなかで、絵本の特性と創造にかかわる構成要素

について理解する。また、午後の講義では、絵本の読み方やそれに伴う環境設定への配慮事項、子どもの

発達段階と絵本の選択方法などについて、実践的に講習する。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

生徒指導に関する今日的課題 教 諭 小学校教諭 6時間 

講    師 日  時 会  場 

三木 正博（子ども教育学部非常勤講師） 

清水 里美（短期大学部保育科教授） 

令和 3年 8月 11日（水） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 

めい名 

6,000円 

講  習  内  容 

子どもを取り巻く現代社会の課題を通じて、援助と生徒指導の在り方を考察し、生徒指導の教育的意義を

教科指導、教育課程に基づく指導との関連から講じる。学校内・校外・家庭・地域における子どもの問題

行動の理解と対応の仕方を、学習規律・生活規律の指導における学級担任の役割、地域連携を通しての学

校経営の役割、小中連携の視点から考察する。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

「ことばの響き・リズム」に出合う 

パネルシアター 
教 諭 幼稚園教諭 6時間 

講    師 日  時 会  場 

髙橋 司（客員教授） 令和 3年 8月 18日（水） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 

めい名 

6,500円 

講  習  内  容 

パネルシアターが創案されて 48 年になります。現在では、児童文化財として「市民権」を確立してきま

したが、未だ「貼るだけのもの」「ペープサートとの区別がつかない」「創るのが面倒」「行事のみの使用」

等々の声を聞きます。創案者古宇田亮順先生の最古参の弟子として、「ホンモノのパネルシアター」「手軽

にできるパネルシアター」「パネルシアターの日常化」を目途にし、パネルシアター本来の魅力・活用方法

等を考究し、制作まで発展していきます。 
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講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

算数科教育法 教 諭 小学校教諭 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

井上 正人（子ども教育学部非常勤講師） 令和 3年 8月 18日（水） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 6,000円 

講  習  内  容 

小学校算数科における重要単元や子どもたちがつまずきやすい単元を各領域から取り上げ、指導の要点や教

材・教具の工夫について解説する。また、これらの教材分析をふまえ、子どもたちが主体的に学習に取り組

むためにどのような学習を展開すればよいのか、授業づくりのポイントについて実践事例を紹介しながら解

説をする。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

音楽科教育法 教 諭 
幼稚園教諭及び

小学校の音楽 

担当教諭 
6時間 

講    師 日  時 会  場 

松園  洋二（子ども教育学部教授） 

桐岡 亜由美（短期大学部保育科准教授） 

 

令和 3年 8月 19日（木） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 6,000円 

講  習  内  容 

幼稚園教育要領における領域「表現」及び小学校学習指導要領における「A 表現」に関する実践的な講習

を行う。領域「表現」ではリトミックの基礎であるリズムを知り、身体表現を通して「自分なりに表現す

ること」を体験し、その教育的効果や配慮を学ぶ。「A 表現」では(3)音楽づくりについて、「創造」をキー

ワードに身近な物を利用した楽器作りと、音をいかに音楽にしていくかに主眼をおいた音楽作りを体験し 

つつ学んでいく。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

身近なものを使った科学遊びⅠ 教 諭 幼稚園教諭 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

岩渕 善美（短期大学部保育科教授） 

 

令和 3年 8月 19日（木） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 6,500円 

講  習  内  容 

幼稚園教育要領の環境の内容では、「身近な物や遊具に興味をもって関わり、自分なりに比べたり、関連付

けたりしながら考えたり、試したりして工夫して遊ぶ。」と記載され、身近なものを使ったものの遊びが重

要とされている。科学遊びでは、子どもの科学遊びについての教育的効果についての知見を高める。また、

身近なものを使った遊びの材料の選び方、方法、実践、安全性などについて学び、実際に科学遊びの実践

を行う。 
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※「身近なものを使った科学遊び」は、8/19と 8/20のいずれかを選んでください。 

  同じ方が二日間とも受講することは出来ませんのでご注意ください。 
 
 
 
 

 
 
 

※ 各講習には会場までの交通費及び宿泊費は、受講料に含まれておりません。 

※ 各講習ともに午前 8時 30分 ～ 午前 9時 00分に受付を行います。 

※ 講習内容に一部変更が生じる場合もございます。予めご了承願います。 

 ※ 講師の所属などは令和 3 年 3 月現在のものです。 

 
 
 
 
 
 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

身近なものを使った科学遊びⅡ 教 諭 幼稚園教諭 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

岩渕 善美（短期大学部保育科教授） 

 

令和 3年 8月 20日（金） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 6,500円 

講  習  内  容 

幼稚園教育要領の環境の内容では、「身近な物や遊具に興味をもって関わり、自分なりに比べたり、関連付

けたりしながら考えたり、試したりして工夫して遊ぶ。」と記載され、身近なものを使ったものの遊びが重

要とされている。科学遊びでは、子どもの科学遊びについての教育的効果についての知見を高める。また、

身近なものを使った遊びの材料の選び方、方法、実践、安全性などについて学び、実際に科学遊びの実践

を行う。 

講  習  名 履修認定対象職種 主な対象者 時 間 数 

英語科教育法 教 諭 
小学校及び 
中学校教諭 6 時間 

講    師 日  時 会  場 

吉岡 誠次（国際観光学部教授） 

中西 浩一（子ども教育学部准教授） 

 

令和 3年 8月 20日（金） 

午前 9時 10分～ 

平安女学院大学 

高槻キャンパス 

定  員 受 講 料 

30名 6,000円 

講  習  内  容 

本講座では、小学校外国語活動及び外国語科の指導のあり方について講義及びワークショップを通して理

論と実践の両面から学びます。理論編では第２言語習得論について、実践編では小学校中学年の「Let's 

Try!」、高学年の教科書を活用した指導法や評価、小・中学校の接続のあり方等について学びます。中学校

の先生方も受講していただけます。 



8 

 

 
 

１ 受講予約の受付について 

 ＷＥＢでの受付のみとなります。（FAX・電話・メールでの受付は致しません） 

① 本学ホームページ TOP ページ（http://www.heian.ac.jp）の新着情報欄から、「令和 3年度免許状 

更新講習について」のリンクをクリックし、専用の入力フォームからお申込みください。 

令和 3 年 4 月 16日㊎午前 10 時～5 月 28 日㊎午後 5 時 

 

 

 

 

 

 

 

 

･・・・・・・・・・・・・･・・・             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

② 入力フォームから送信後、【forms-receipts-noreply@google.com】より申込み内容を確認する自動

配信の仮メールが届きます。※ この時点ではまだ予約は完了しておりませんのでご注意ください。 

 

･・・・・・・・・・・・・･・・・             ・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・                      

③ 仮メール受信後、【koushin@heian.ac.jp】より 3 日以内に受講可否に関する本メールをお送り  

しますので、受信許可等の設定は必ずおこなってください。 

申込みの際にメールアドレスを間違えて入力してしまった方、又 3日以内に本メールが届かない方は、 

受信許可等の設定をご確認いただき、早急に本学の免許状更新講習係までご連絡ください。 

平安女学院大学 免許状更新講習係（075-414-8139／koushin@heian.ac.jp） 

２ 受講予約とその後のスケジュールの流れ 

期 間 実 施 事 項 

4 月 16 日(金) 

午前 10 時～ 

・受講予約の受付は、4/16 のみ 午前 10 時～17 時でクローズ。 

 定員に達していない講習のみ、4/19 午前 10 時～再度オープンします。 

←本学ホームページの専用入力フォームより必要事項を送信してください。 

・本学より、入力されたメールアドレスに確認用仮メール(自動配信)を送信 

・本学より、申込日から３日以内に受講可否に関する本メールを送信 

5 月下旬～ 

6 月 15 日(火) 

・本学より、受講予約完了者に本申込み書類（本申込書・振込用紙）を送付 

←6/15(火)までに本申込書を作成・返送し、受講料の振込手続きをお済ませく

ださい。これをもって正式に受講いただけます。 

7 月中旬 ・本学より、本申込み完了者に当日スケジュール・実施要項・受講票を送付 

 ※スケジュールには、変更が生じる可能性もありますので、予めご了承願います。 

 

３．受講予約の申込みから手続き完了まで 

※予約受付初日（4月 16日（金））の午後 5時の時点で、一旦、Webシステムをクローズします。 

その時点で、定員を超えている申し込みがあった講習につきましては、抽選によりご案内をさせて

いただきます。（先着順ではありません） 

なお、定員に達していない科目につきましては、4 月 19 日（月）午前 10 時から、Web システムに

よる受付を再開し、定員に達し次第締切とさせていただきます。予約以降は、入力フォームから記

入いただいた連絡先に諸連絡をお送りします。必ず連絡のとれるものを正確に入力してください。 

※お申し込みいただいた講習のうち、一部のみ受講可能となる場合もございます。 
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＜受講料の返還について＞ 

原則として、一旦振り込まれた受講料は返還いたしません。ただし、次表の「返還理由」が 

認められる場合には、「返還額」に掲げる額を返還いたします。 

 

返還理由 返還額 

①  悪天候や自然災害等の影響により講習が不開催となった場合 
事務手数料および諸経費

相当額として 1,000 円を

控除した額 

②  身内（３親等の血族まで）の不幸など突発的な事情による場合 

③  学校行事等の職務上やむを得ない事情が発生した場合 

④  その他、本学がやむを得ない事情と認める場合 

 

※ ②～④の場合は、本学からお送りする「受講料返還申請書」をご提出いただきます。また、当

該事情を証明する書類等の提出を求めることがございます。 

※ ②～④の場合の返還申請は、原則として令和 3年 7月 30日㊎までにお申し出ください。 

 
 

 

各講習の修了認定試験により評価し、結果は郵送で通知します。 

成績評価は、「合格」もしくは「不合格」のいずれかで判定します。 

 ※ 個別の成績照会には応じかねますので、予めご了承願います。 

 

 

 

① 講習運営上の都合等により、開催時間や講習の終了時間に変更が生じる場合があります。 

② やむをえない事情により、講習内容等を予告なく変更する場合があります。 

※ 講習内容等に変更が生じた場合は、本学ホームページ上に掲載します。 

③ 原則として遅刻・早退・講習中の退室は認められません。 

④ 駐車スペースはございません。ご来校の際は、公共交通機関をご利用ください。 

⑤ 身体に障がいがある方や病気等で特別な措置が必要な方は、事前にお問い合わせください。 

⑥ キャンパス内は全面禁煙です。喫煙スペースもございません。 

⑦ 6月 15日㈫までに本申込み手続きを完了されていない方はキャンセル扱いとなりますので、 

ご注意下さい。 

 

 

 

平安女学院大学・平安女学院大学短期大学部 学院統括室「教員免許状更新講習係」 

  〒602-8029 京都市上京区武衛陣町 221 

  電話 075-414-8139  FAX 075-414-8105  E-mail：koushin@heian.ac.jp  

 （窓口取扱時間 平日午前 10時 ～ 午後 5時） 

 
 
 
 
 

４．評  価 

５．その他 

６．問い合わせ先  
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気象警報、あるいは交通機関の運休等の事態が発生した場合は、大学の判断により、 

授業開始時刻の繰り下げ、または中止等の措置を取ることがあります。 

 

＜京都キャンパスの場合＞ 

①「京都府南部」に「暴風警報」もしくは「特別警報」が発令された場合は、 

次のとおり取り扱います。 

警報解除の時間 措置 

午前 6時 30分までに解除の場合 変更なし 

午前 6時 31分～午前 8時 30分に解除の場合 午前 10時より開講 

午前 8時 31分以降も解除されない場合 中止 

 

②「京都市営地下鉄・バス」もしくは「ＪＲ、阪急電鉄、京阪電鉄、近鉄のうち、3社以上」の 

いずれかが全面運休となった場合は、次のとおり取り扱います。 

運休解除の時間 措置 

午前 7時 30分までに解除の場合 変更なし 

午前 7時 31分～午前 8時 30分に解除の場合 午前 10時より開講 

午前 8時 31分以降も解除されない場合 中止 

    ※ 一部路線に限った運休については、適用対象外とします。 

 

 

 

 

京都市営地下鉄丸太町駅（平安女学院前）の 2番出口を上がり、徒歩約 5分。 

 

京都キャンパス案内図 

講習の中止と会場案内  
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＜高槻キャンパスの場合＞ 

①「大阪府下（北大阪）」に「暴風警報」もしくは「特別警報」が発令された場合は、次のとおり

取り扱います。 
 

警報解除の時間 措置 

午前 6時 30分までに解除の場合 変更なし 

午前 6時 31分～午前 8時 30分に解除の場合 午前 10時より開講 

午前 8時 31分以降も解除されない場合 中止 

 

 

②「JR・阪急電鉄」の 2社が全面運休となった場合は、次のとおり取り扱います。 
 

運休解除の時間 措置 

午前 7時 30分までに解除の場合 変更なし 

午前 7時 31分～午前 8時 30分に解除の場合 午前 10時より開講 

午前 8時 31分以降も解除されない場合 中止 

※ 一部路線に限った運休については、適用対象外とします。 

 

 

 

 

 

 
JR高槻駅北⑤番乗り場より市バス（68番、70番）にて約 12分、「平安女学院大学」下車すぐ。 

高槻キャンパス案内図 


